
西
欧
医
学
に
「
意
識
」
８
〕
筋
Ｑ
ｏ
５
月
朋
》
８
易
白
の
月
＠
国
の
急
巨
‐

津
器
冒
の
概
念
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
十
八
世
紀
後
半
、
当
時
専
門

領
域
と
し
て
独
立
し
つ
つ
あ
っ
た
精
神
医
学
（
例
え
ば
ロ
．
罵
己
昌

旨
ら
）
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
は
十
七
世
紀
の
哲
学
、
心
理
学
に

お
け
る
意
識
概
念
の
確
立
ｅ
①
の
８
再
＄
の
《
↑
８
腎
昌
ｏ
署
、
胃
。
胃
の

《
《
国
ご
三
色
国
閻
ご
》
Ｐ
の
ご
昌
国
の
《
《
日
時
○
胃
負
息
具
）
ゞ
お
よ
び
《
《
四
壱
月
月
の
再
５
口
、

月
月
の
目
目
ご
）
と
無
縁
で
は
な
い
。
つ
ま
り
今
日
の
意
識
障
害
の
臨

床
症
状
学
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
昏
睡
８
営
段
嗜
眠
行
昏
胃
唱
印
、

失
神
昌
口
８
月
な
ど
の
術
語
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
起
源
の
術
語
で
あ
る

こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
通
り
、
意
識
障
害
の
臨
床
と
記
述
体
系
は

既
に
古
代
医
学
に
厳
と
し
て
存
在
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
当
時
「
意

識
」
の
原
語
印
旨
①
匙
＄
厨
８
口
駕
肘
具
旨
は
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
、

『
解
体
新
書
』
の
訳
語
「
意
識
」
を
め
ぐ
っ
て

Ｉ
東
西
医
学
に
お
け
る
「
意
識
」
概
念
変
遷
の

一
側
面
Ｉ

浜
中
淑
彦

倫
理
的
意
味
（
良
心
）
で
の
み
用
い
ら
れ
、
医
学
用
語
で
は
な
か
っ

た
。
例
え
ば
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
で
は
嘗
愚
己
爵
（
熱
性
詣
妄
）
や
て

ん
か
ん
の
患
者
が
意
識
障
害
か
ら
回
復
す
る
場
合
、
「
意
識
」
で
は

な
く
「
理
性
」
な
い
し
「
悟
性
」
を
取
り
も
ど
す
（
《
《
巨
幽
国
画
。
の
』
》
ｇ
‐

胃
○
目
①
”
幽
冒
ご
）
と
記
述
さ
れ
、
ガ
レ
ノ
ス
に
と
っ
て
も
８
３
の
（
深
昏

睡
）
、
８
目
色
、
庁
昏
四
員
○
ｍ
は
大
脳
前
部
に
座
を
も
つ
亘
国
員
閉
包

（
表
象
）
の
消
失
な
い
し
弱
化
で
あ
っ
た
。
但
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

心
理
学
に
お
け
る
意
識
概
念
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
さ
て
お
く
負
四
冒

后
９
．
国
閏
ｇ
の
ら
認
な
ど
参
照
）
。

こ
の
伝
統
の
射
程
は
意
外
に
長
く
、
中
世
や
ル
ネ
サ
ン
ス
の
医
学

を
越
え
て
十
八
世
紀
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
一
例
は
、
我
国
の
蘭

学
に
も
甚
大
な
影
響
の
あ
っ
た
国
・
国
○
①
局
冨
画
く
①
（
一
七
三
○
／
六
二
）

で
あ
り
、
彼
は
心
理
学
的
記
述
に
お
い
て
は
近
代
的
「
意
識
」
概
念

を
確
立
し
た
口
朗
８
昇
隅
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
臨
床
医
学
に
お
い
て

は
意
識
概
念
に
触
れ
ず
、
て
ん
か
ん
や
脳
卒
中
で
は
「
心
的
機
能

昏
月
は
○
月
の
凹
凰
目
農
硯
」
、
「
内
感
覚
器
扁
吊
冒
厨
昌
吊
」
な
ど
が

失
わ
れ
る
と
述
べ
た
に
と
ど
ま
る
。
同
様
に
、
十
八
世
紀
疾
病
学
の

大
家
君
．
ｏ
昌
呂
（
一
七
七
七
）
も
精
神
病
蔚
笛
己
尉
を
食
滞
尻
目
‐

○
房
９
８
国
閂
５
房
扁
膀
》
）
の
一
形
式
た
る
判
断
の
障
害
と
規
定
し
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て
い
な
が
ら
、
神
経
病
口
①
貝
○
の
①
印
の
昏
睡
、
て
ん
か
ん
の
記
載
で

は
、
全
く
「
意
識
」
の
障
害
に
言
及
し
な
い
。

こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
頃
］
．
シ
、
【
匡
冒
巨
印
の
解
剖

学
書
員
捧
国
四
ｇ
目
の
ｇ
①
弓
号
①
馬
ご
》
〉
（
一
七
二
五
）
の
藺
語
訳
（
一
七

三
四
）
か
ら
邦
訳
さ
れ
た
「
解
体
新
書
」
（
杉
田
玄
白
他
、
一
七
七
四
）

に
お
い
て
、
脳
機
能
の
説
明
の
箇
所
で
「
意
識
」
な
る
訳
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
第
六
図
「
夫
れ
頭
は
円
に
し
て
一
身
の
上
に

居
す
。
意
識
の
府
な
り
。
：
…
・
頭
の
蔵
す
る
所
の
者
は
脳
及
び
意
識
な
り
。

第
八
図
「
夫
れ
脳
髄
は
．
…
：
意
識
を
こ
こ
に
蔵
す
」
）
。
も
っ
と
も
、
そ
の

原
語
は
「
内
感
覚
宮
口
①
１
蔦
の
園
冒
邑
①
ご
》
旨
目
①
昌
呂
①
睦
ロ
ロ
①
ロ
」

（
及
び
場
合
に
よ
っ
て
は
「
外
感
覚
昌
廠
１
房
①
国
冒
国
①
口
》
臂
の
の
①
農
。
胃

鯉
口
目
①
目
」
）
で
あ
っ
て
、
（
《
蔚
乏
吊
昏
①
岸
》
〕
や
《
《
国
①
言
巨
屋
路
目
迄
》
で
は

な
い
。
元
来
【
巨
冒
員
印
の
著
書
に
は
《
由
①
急
島
厨
①
冒
雪
》
の
語
は
全

く
登
場
し
な
い
。
し
か
も
「
解
体
新
書
」
以
後
の
藺
学
文
献
で
も

「
意
識
」
の
語
は
殆
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
大
槻
玄
沢
の
改

訳
「
重
訂
解
体
新
書
」
（
一
八
二
六
）
で
は
、
右
記
の
箇
所
は
「
神
」
、

「
内
識
外
知
」
、
「
神
識
」
、
「
内
識
元
神
」
な
ど
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
又
後
に
邦
訳
さ
れ
た
臨
床
医
学
書
、
例
え
ば
］
・
号
の
○
再
胃

の
《
《
の
８
昌
蔚
ａ
①
⑦
①
月
①
爵
○
口
異
》
》
（
一
七
四
四
、
宇
田
川
玄
随
訳
「
西

説
内
科
撰
要
」
一
七
九
三
）
や
、
。
、
尋
．
国
昌
の
置
且
の
《
閃
月
冨
凰
＆
自

国
＆
旨
巨
日
》
》
（
一
八
三
六
、
緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
一
八
五
八
）

で
は
、
逆
に
原
典
に
《
《
蔚
言
５
号
①
再
ご
（
⑦
。
耳
の
『
、
第
過
章
「
昏
睡
」
）
、

《
由
①
言
匡
の
⑳
厨
凰
ご
葛
（
国
巨
国
“
且
、
巻
、
其
３
「
卒
中
」
）
の
用
語
が
既
に

散
見
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
神
思
」
、
「
思
念
」
（
宇
田
川
）
、
「
神
識

運
営
」
、
「
弁
識
」
（
緒
方
）
な
ど
と
邦
訳
さ
れ
、
「
意
識
」
は
無
論
の

こ
と
、
定
着
し
た
訳
語
す
ら
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
西
欧
語
の

８
房
Ｑ
ｏ
こ
の
国
①
閉
な
ど
の
訳
語
と
し
て
「
意
識
」
が
定
着
し
た
の

は
、
西
周
が
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
説
を
紹
介
し
た
「
生
性
発
謹
」

（
一
八
七
三
）
や
井
上
哲
次
郎
の
「
哲
学
字
彙
」
（
一
八
八
一
）
以
後
の

こ
と
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
神
戸
文
哉
訳
「
精
神
病
約
説
」
（
一
八
七

六
、
国
．
冒
四
且
ゅ
毎
＆
旨
切
目
ご
葛
）
で
は
《
《
８
口
の
ｏ
５
５
罠
①
》
》
は
未
だ

「
自
知
運
用
」
と
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
解
体
新
書
」
に
お
い
て
の
み
孤
立
し
た
形
で
「
意

識
」
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
西
欧
医
学
に
未
だ
十
分

に
意
識
概
念
が
定
着
し
た
と
は
い
い
難
い
時
代
に
、
意
識
の
近
縁
概

念
で
あ
る
「
内
感
覚
」
の
訳
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
は
如
何
な
る
事

情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
「
心
に
識
る
」
（
論
衡
）
の
一
般

的
意
味
を
も
つ
古
代
中
国
語
の
「
意
識
」
が
、
本
来
「
知
る
精
神
、

（50） 210



知
性
」
を
意
味
し
な
が
ら
、
後
に
五
官
と
区
別
さ
れ
る
一
種
の
統
合

的
心
的
機
能
を
指
示
す
る
仏
教
的
概
念
《
《
自
画
ｇ
ぐ
冒
四
冒
四
電
》
の
訳
語

（
一
～
七
世
紀
）
に
転
用
さ
れ
た
後
に
、
両
者
の
義
を
も
つ
語
と
し
て

我
国
に
移
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
後
期
に
は
そ
れ
が
ほ

ぼ
「
精
神
」
と
同
義
で
か
な
り
広
く
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
た
と

の
推
測
も
考
え
ら
れ
ぬ
訳
で
は
な
い
が
、
な
お
更
に
、
吟
味
検
討
の

余
地
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
解
体
新
書
」
の
「
意
識
」
は

東
西
医
学
の
交
流
史
、
意
識
概
念
の
医
学
に
お
け
る
変
遷
を
考
え
る

上
で
、
興
味
あ
る
問
題
を
提
起
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。（

京
大
精
神
科
）

古
く
か
ら
奈
良
は
「
薬
の
ふ
る
さ
と
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
確
か

に
古
代
や
中
世
の
宮
廷
や
寺
社
を
中
心
と
し
た
医
薬
品
の
生
産
の
事

実
は
多
い
。

役
小
角
や
鑑
真
に
は
じ
ま
り
、
中
世
に
お
け
る
「
招
提
寺
秘
方

塵
」
の
薬
方
で
知
ら
れ
る
奇
効
丸
や
西
大
寺
豊
心
丹
な
ど
の
史
実
に

明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
医
薬
品
に
関
す
る
知
識
・
情
報
が
当
地
に
集

積
さ
れ
、
そ
れ
が
民
間
に
転
移
し
て
生
薬
産
地
の
基
礎
と
な
っ
た
こ

と
は
否
め
な
い
と
し
て
も
、
大
和
売
薬
の
起
源
を
古
代
や
中
世
に
直

接
求
め
る
こ
と
は
無
理
と
思
わ
れ
る
・

江
戸
期
に
お
け
る
大
和
薬
草
産
地
と
大
坂
薬
種
商
と
の
結
び
つ
き

や
農
閑
渡
世
ま
た
は
農
家
の
作
間
（
副
業
）
と
し
て
の
役
割
が
大
き

い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
薬
種
商
と
合
薬
屋
の
株
仲
間
組
織
、

配
置
販
売
と
行
商
範
囲
な
ど
、
大
和
売
薬
業
の
沿
革
を
明
ら
か
に
す

薬
業
史
研
究
Ｉ
大
和
売
薬
と
そ
の
消
長

大
槻
彰
・
○
松
下
正
巳
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